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教職専門実習 E において， 児童が思考でき る場を設定する こ と に重点 をお き ， 授業を行
っ たO 小学校第 4 学年算数科 「広 さ を調べよ う j の単元において， オープンエ ン ドアプロ
ーチを利用 し， 数学的な思考を促進する こ と を図ったO
本研究は， オープンエ ン ドアプロ ーチを取 り 入れた課題設定に よ っ て， 児童の数学的な
思考が促進 されたかを実樹受業で検証 し， 明 ら かに した も のである。
[キー ワ ー ド] 小学校算数科， 数学的な思考， オープンエ ン ドアプロ ーチ
1 問題の所在 と 方法
(1 )  問題の所在及。噺究の背景
これまで、の学部の教育実習では， 児童の課題か
らj創見 した考えや発言を教師が修正 し， 正答にた
ど り つかせる よ う に整理する 実関受業を行っ て き
た。 それが児童のためにな る授業だ と 考えていた。
しか し， 教職専門実習 1 . nを行 う につれ， 自
分 自 身の授業観に違和感を覚え始めた。 教職専門
実習 H において， 山形県内 A 小学校第 4 学年の授
業を参観 した。 学級担任の授業では， 特に誘導す
る よ う な指示はな さ れていない に も かかわ らず，
児童一人一人が課題について考えている 姿を 目 に
し， 驚いた と 同時に， 自 分 自 身の授業観が大き く
変わる き っ かけ と な っ たO
例えば， 国語の授業において， 児童が 自 分の言
葉で考え を 自 由 に述べ， 練 り 合いを さ せている。
中 には， ふ ざけてい る と わかる湖見 した発言を行
う 児童 も い る。 そ の発言に対 し て も ， 学級担任は
取 り 上げ， 板書を している。 児童全員で練 り 上げ
た も の と ， 適 し た考えではない も のを児童全員で
確認 し， その発言 した児童も納得する と い う 場面
が見 られた。
全員で考え る ためには， 児童一人一人が考えな
ければな ら ない。 そ の よ う な授業を可能 と させる
には， 学級担任が 「児童が思考する授業であ る 」
こ と ， I児童の考え ・ 方法をすべて認め る j こ と を
根底に考えてい る こ と が分かっ た。
以上の こ と か ら ， 筆者も それに習い， 算数科に
しぼ り ， 児童の数学的な思考の促進を 目 指す。
(2) 研究の 目 的
教職専門実習 H の山形県内 A 小学校の事例か ら，
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児童が考え る場を設定する こ と が重要だと 考えた。
こ の点を念頭に置き ， オープンエ ン ドアプロ ーチ
の特性を利用する。 オープンエ ン ドアプロ ーチは，
算数 ・ 数学の視点で児童の思考を促すこ と に有効
であ る と 考え， 実閥受業を通 して検証 してい く こ
と にする。
よ っ て， 本研究の 目 的は， オープンエ ン ドアプ
ロ ーチを取 り 入れた課題を提示する こ と に よ っ て，
児童の数学的な思考が促進 さ れる こ と を明 ら かに
する こ と であ る。
(3) 研究の方法
本研究では， 先行研究の検討と 実践に よ る検証
に よ っ て明 ら かに してい く 。
オープンエ ン ドアプロ ーチに関わる先行研究か
ら， その特性や意味を明 ら かにする。
ま た， 実践では， 山形県内 A 小学校において，
練習問題をオープンエン ド、アフO ロ ーチに適 した課
題に設定 し， 実樹受業を行 う 。 その際の児童 と の
や り と り ， 学級担任や参観者か ら の事後指導にお
いて得た助言か ら検証する。
2 先行研究の検討
(1) オープンエ ン ドアプロ ーチについて
島田 (1995) は， I正答がし 、 く 通 り に も可能に な
る よ う に条件づけた問題を未解決な問題， 結果が
オープンな問題， オープンエ ン ドの問題J と 呼ん
でいる。 オープンエ ン ド と 呼ぶ指導の仕方を 「未
完結な問題を課題 と して， そ こ にあ る 正答の多様
性を積極的に利用する こ と で授業を展開 し その
過程で， 既習の知識 ・ 技能 ・ 考え方をいろ い ろ に
組み合わせて新 し い こ と を発見 してし 1 く 経験を与
え よ う と するや り 方j と してい る。 そのなかで，
「未完結な問題」 つま り 「オーフoンな問題」 と 設
定する のに対 し， r正答が一つ しかない問題j を 「完
結 した問題， ク ロ ーズな問題」 と 呼んで、いる。
ま た， 能田 (1983) は， オープンエ ン ドアプロ
ーチに よ る指導の概念 と して， r子 ど も の意欲を高
め 自 信を も たせる配慮、に心が け る と 同時に， 数学
的価値のあ る 活動が促進 さ れる展開 を工夫す る こ
と J と し， r子ど も と 数学 と の両面を同時に， しか
も調和のある 『開 く � (open) 展開であ る j と して
いる。
こ の点を， オープンエ ン ドアプロ ーチを利用す
る 主軸 と する。
オーフ。ンエン ドアフoロ ーチの指導の長所 と して，
児童への効果を滝井 (2010) ら は以下の よ う に述
べている。
- 柔軟に多様に考え られる こ と
- 積極的に授業に参加でき る こ と
. 発言する機会が多 く ある こ と
- 自 分の考えを もつこ と ができ る こ と
- 自 分 と 異な る考えや存在を認め， 尊重でき る
こ と
一方， 短所については以下の よ う に述べている0
・ 明確なま と めを行 う のが難 し く ， 学習に物足
り な さ を感 じ る こ と
- 解 答に不安を思 う こ と
・ 課題の提示から， 何を考えた ら よいのか分か
り に く し 、 こ と
指導上の教師の困難性 と しては， 熱題をどの よ
う に与 え る か と し づ 問題の提示方法， どの学年で
取 り 扱 う か とい う カ リ キ ュ ラ ムの位置づけ， 児童
の反応や多様な解 答の取 り 扱い方 と い っ た評価の
方法な ど、があげ られてい る。
(2) 数学的な，思考について
小学校学習指導要領解説算数編 (p. 20) に よ る と ，
児童が算数を学習 してい く なかで， 帰納的な考え，
演鐸的な考え， 類推的な考え と い う 3 つの考えがな
さ れている こ と が分かる。 それぞれに関 して， 橋
本 (2009) は以下の通 り に示 してい る。 「帰納的に
考 え る J と は， い く つかの具体的なデー タ を集め，
それ ら のデータ の 中に隠 されてい る き ま り を見つ
け る こ と である。 「演縛的に考え る J と は， き ちん
と した根拠や理由 を も っ て説明 した り ， 結論を導
いた り する こ と であ る。 「類推的に考 え る J と は，
似た場面で， 前に解 いた問題が使えないか と 考え
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る こ と であ る。
数学的な思考 と は， こ の 3 点のいずれかが働い
ている状態であ る と する。 本研究では， それ ら 3
つのなかで， 帰納的な考えに着 目 する。 具体的に
は， 児童が作図な どの操作か ら ， き ま り や性質を
見つけ る こ と ができ る こ と に焦点をお く 。
本研究では， 帰納的な考え方を働かせて， 問題
解 決に臨む と 考え られる。 なお， 性質を疑問に思
っ た り ， 他の学習に関連づけて考えた り した児童
の発言も積極的に取 り あげていき たい。
3 実践と 結果 (明らかになったこと )
(1) 実践内容
実蹴受業は以下の内容で実施 した。
・ 日 時 :平成 23 年 11月 25 日 (金) 8 : 50""""' 9 : 35 
. 場所: 山形県内 A 小学校
- 対象児童: 第 4 学年 2 組 児童 23 名
筆者 と 対象児童は， 教育実習生 と 児童 と い う 関
係であ る。 実樹受業 日 ま でに， 国語を 3 時間， 算
数を 「計算のや く そ く を調べよ う 」 の単元で 1 時
間， í広 さ を調べよ う J で 3 時間の授業を実施 した。
本実践は， 単元 「広 さ を調べよ う j の全 5 時間
で計画する う ちの第 4 時の授業であ る。 練習問題
と して教科書に掲載 さ れている ク ロ ーズな問題を
取 り 上げ， オープンエ ン ドアプロ ーチを取 り 入れ
た問題に設定 し直 した。
授業 目 標は， íま わ り の長 さ が一定で も ， 面積
も一定であ る と は限 ら なし リ と い う き ま り を見つ
け出すこ と であ る。 オープンエ ン ドアプロ ーチは，
導入か らオープンな問題を提示する も のである。
本実践では， 視琶を明確につかませる と し1 う 意図
で， 授業の途中か らオープンな問題を提示する方
法で利用する。 授業展開は， 始めに具体例の四角
形を 3 つ提示 し， その共通点を見つけ出す。 そ こ
か ら児童が条件に合 う 他の図形を見つけ， き ま り
を考え出す もの (オープンな問題) である。
オープンな問題で， それに適す る 図形を多様に
考え， き ま り を発見する と い う 課題に よ っ て， 帰
納的な考えが働 く と 考え られる。
(2) 授業の様子
実関受業は， 以下の通 り に実施 した。
始めに前時の振 り 返 り を兼ね， 公式を使っ た練
習問題を行っ た。 全体で答えを在留志 し， 積であ る
理由 も含め， 求積公式を再ひ官在認 した。
本時の展開では， 学習プ リ ン ト を配付 し， í面
積を く らべよ う J と 課題を板書 した。 学習プ リ ン
ト には， 方眼紙上に縦 4 crn ・ 横 6 crnの長方形 (図
1 -あ) ， 一辺が 5 crnの正方形 (図 1 い) ， 縦 3
crn ・ 横 7 crn (図 1 う ) の 3 つの四角形を示 した。
なお， それ ら の 図形のなかの リ ーダーは消 してい
る。 黒板には学習プ リ ン ト と 同 じ園形を提示 した。
|� のl
図 1 . 児童の学習プリ ン ト
3 つの四角形か ら 「共通点は何かな ? J と 発問
し， 児童か ら 「角 が あ る J I辺が 4 つJ I 中 に 1 cm2 
が入っ ているJ の発言があ っ た。 11cm2J の言葉
か ら ， 3 つの四角形内 に 1 cm2を書き入れ始め る児
童も いた。
「ま わ り の長 さ が何crnだ、っ た ? J と 間い， 長 さ
に視点 を向 け させた。 児童は 3 っ と も 20 cmである
こ と に気がついた。
そ こ で， I こ の他にま わ り の長 さ が 20 crnにな
る よ う な四角形 っ て描け る ? J と ， オープンエン
ドアプロ ーチを意図 した問題提示を した。 児童は
「描け る J と し 、 っ て作図に取 り 掛かっ た。
描 き 終わっ た後， 全員で どんなも のを描いたの
かを確認 した。 児童か ら ， 縦 9 crn ・ 横 1 crn， 縦 2
crn ・ 横 8 crnの 2 つの長方形を作図 した と い う 意見
が あ っ たo I こ れ以外にあ る ? J と い う 閤いに対
し， 児童か ら 「 四角形は無理j と 反応があ っ た。
提示 し た も の も 含め， 5 つの四角形の面積を確
認し 「ま わ り の長 さ が同 じでも， 面積はそれぞ
れちが う J �， 筆者の言葉でま と め を行っ た。 「長
方形 ・ 正方形の ま わ り の長 さ が等 しい と き ， 面積
も 等 しい と はかぎ ら なし リ と 板書 し， 児童はノ ー
ト に写 し取 る こ と でま と め と した。 学習プ リ ン ト
は ノ ー ト に貼 る よ う に指示 した。
4 考察
始めか ら オーフ。ンな問題を提示する ので、はな く ，
途中から提示 した こ と に よ る児童の数学的な思考
の促進について， 分析 ・ 考察を行 う 。
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表 1 . 条件にあう国形を作図する場面
9 : 30 :55 T01 こ￠他にまわ り (図形の 周囲) の 長 さ が 20 cm 
になる よ う な四角形って描ける?
9:31 : 00 C02 描ける。
(中略)
9:35:59 T03 でき た人?
9 : 36 : 00 C04 はし、はい。
9 : 36 : 11 C05 2 つある。
(中間各)
9:37 :50 T06 これ(縦9 c皿・横1 cm， 縦2 cm・横8 cmの 2
つの 長方形) 以外に (まわ り の 長 さ が 20 Cßlに
なる四角形は) ある?
9 : 37:53 C07 え ， ない。
9 : 37:56 C08 四角形だと無理。
9 : 37 : 58 T09 四角形だと無理?なるほど。
( 1) 児章の授業への積極的な参加
3 つの図形 (図 1 あ ・ い ・ う ) のほか， T01 は
「まわ り の長 さ が 20 crnになる よ う な四角形っ て
描 け る ? J と い う オープンな問題を提示 した。 こ
の発問 か ら ， すべての児童が複数の種類の四角形
を描 く こ と ができ ていた。 児童一人一人が課題を
考えていた こ と か ら ， オープンエン ドアプロ ーチ
に よ る課題の提示に よ り ， 帰納的な思考を働かせ
る き っ かけになっ ていた と 考え られる。
(2) 児童の反応
C08 は 「四角形だ と 無理」 と発言 して い る。 筆
者は対応 しなかっ たが， 他の形の可能性に児童が
気付いてい る こ と がわかる。 児童は， 発問の四角
形 と い う 枠に と どま らず， I四角形以外な ら考え ら
れ る か も しれない」 と 自 由 に考え， 数学的な思考
を促進 さ せてい る と 考え られる。 こ の こ と か ら，
オーフ。ンな閤題の提示は有効で、あっ た と 考え られ
る。
(3) 児童の発言の取 り 上げ
今回の実蹴受業では， 四角形だけで考え る こ と
を条件に授業の計画 していた こ と か ら， C08 の発
言に対応 しなかっ たO
こ こ で C08 の発言を取 り 上げ， I四角形以外な
ら でき る ? J と 問い返すこ と で， 児童は他の形の
可能性を 自 由 に考え る こ と ができ， 数学的な思考
を さ ら に促進 さ せる こ と も 可能である。
(4) 課題の提示
あ ら か じめ 3 つの四角形を提示 したが， 四角形
の他の形は 2 つだけで、ある (向 き が違っ て も縦 と
横のそれぞれの長 さ が同 じ く 対応 した も のは同ー
の も の と する ) 。 児童は， 他の四角形も容易 に見つ
け出す こ と ができ ていた。 T01 の 「四角形」 と い
う 条件では， 考え出すものは極めて少ない。 問題
に対する答えが あ ら か じめ限定 さ れていた問題を
提示 したため， 児童が具体例を考え出す場が失わ
れて しま っ た。
児童が多様な考えをす る ために， 四角形に限定
する のではな く ， r ま わ り の長 さ が 20 cmにな る よ
う な形って描け る ? J と 問いかけ る。 それに よ り ，
児童は四角形だけでな く ， 三角形や円 な ど， 自 由
に考え， よ り 数学的な思考の促進を圏る こ と がで
き る と 考え られる。
上記の (3) (4) は， オープンエ ン ドアプロ }チに
おける授業の課題で も あ る。 教師が児童の思考を
十分に予想 していない と ， 教師の期待する解答の
みを取 り 上げて， 授業を終えて しま う こ と も あ り
得る。
ま た， 想定 さ れる解答数が少ない教材 ・ 問題で
は， 児童は十分に思考する こ と ができ ない。 これ
ら はオーフ。ンエ ン ドアフ。ロ ーチの手法を用い る と
き に考慮すべき こ と であ る。 その他に， 教師 自 身
が児童の多様な解答や気付き に対応する力量や立
ち振る舞い， それに寄 り 添え る 姿勢が必要であ る。
表 2 . 共通点を見つ け出す場面
9 : 30:06 T10 (図 l の図形あ・い ・ う の) ま わ り の 長 さ は何cm
だった?
9 : 30 : 07 C l l  ま わ り ?
9 : 30 :  10 C12 こ こ (図形あのまわ り を指 し) 全部?
9:30 :20 T13 こ こ (同様)何cm?
9:30 : 21 C14 20 (cm)。
9 : 30 : 22 T15 20 CI目。9:30:23 T16 じゃ， い (図形い) は?
9 : 30 : 26 C17 20 (cm)。
9 : 30 : 32 C18 全部おんな じた二 すげえ。
9 : 30 : 33 T19 じゃあこれ(図形 う ) は ?
9 : 30 : 35 C20 20 (c皿)。 すげ丸
(5) オープンな問題にいた る ま での児童の視点
3 つの図形 (図 l 一 図あ ・ い ・ う ) か ら ， 図形
の ま わ り の長 さ がすべて 20 cm と い う ， 共通点を見
つ け出す問題を提示 した。 児童は 「角 が あ る J r辺
が 4 つ」 な どを あ げたが， ま わ り の長 さ に着 目 で
き ていなかっ たため， それに着 目 させる発聞 を行
っ た。 児童はま わ り の長 さ がJ 3 つの図形がすべ
て 20 cmで、ある と い う 事実に気づ く と ， 驚き ， 歓声
が あ が っ た。 図形を考え る 上で要素 と な る ， ま わ
り の長 さ と い う 新たな視点に気づいた反応であ る 。
始めか ら 20 cmの図形を描かせる よ う なオープ
ンな問題を提示 した場合， ま わ り の長 さ に対 して，
児童が 自 分で気付・ く こ と は難 しい。 そ う い っ た点
で， 始めか ら オープンな問題を取 り 入れなかっ た
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こ と で， r今か ら作図する のは， ま わ り の長 さ が
20 cmの図形j と い う 問題意識を， 児童に明確に持
たせる こ と ができ た と 考え られる。
5 到達点 と課題
(1) 研究に関する到達点
オープンな問題の提示に よ り ， 児童全員が授業
に参加する こ と ができ た。 ま た， 四角形 と い う 与
え られた条件の枠を越えて， 他の図形に広が る 可
能性を見つける こ と ができた。 こ の こ と か ら， 児
童は帰納的な考え を働かせ， 数学的な思考を促進
さ せ られる こ と がで き た と 考え られる。 ま た， 途
中 か ら オープンな問題を提示 した こ と で， 問題か
ら 図形の新たな視点に気づ き ， 視琶の条件を整理
する こ と ができ た と 考え られる。
(2) 言親童
オープンな問題を導入か ら提示 し， 帰納的な考
えの さ ら な る働 き かけのほか， 演鐸的な考え， 類
推的な考え も伴って働 く よ う な， 児童の数学的な思
考の促進を図 る 問題について検討 してい く 。 具体
的には， オープンな問題の誌哩提示について， 他
の実践に よ る検証， 問題の分析を行 う 。
オープンエ ン ドアプロ ーチを取 り 入れた実樹受
業を通 し， r子 ど も と 数学 と の両面に開 く J (能田)
こ と は， 教師自 身の構え を広げる こ と につながる
と い う こ と が分かっ た。 これは， 児童理解， 耕オ
研究に も通 じ る。 今後教員 と な っ て， 自 己を高め
る う えで も ， 重要な視点の 1 つで、ある と 考える。
本研究を通 して， 子 ど も と 数学 (算数) ， そ して
自 分 自 身も 同時に開いてい く 展開が必要だ と い う
こ と が分かった。
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